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ート(パート 1 とパート 2) から構成されている。
パート 1 では新しい有機金属半導体を扱っている口従来の半導性有機金属化合物は，おおよそ， 1) マ
クロ環配位子等を含む低次元化合物のドープ体， 2) テトラシアノキノジメタン (TCNQ) 等，有機ア




るべきである乙とが判明した。典型的な 12 /Fe(CO)3(η ージエン〉系では，導電性発現の鍵と
なる化学種は FeI2(CO)2(η ージエン)である乙とがわかった。




一般に， 8 -1 2 族の金属を含むポリマーからは，金属超微粒子を含む炭素材が得られるが， p や S が




Te ， Co あるいは Ni を含むポリマーから得られた複合材の炭素相は黒鉛化度が高く， 多孔質である。
また，乙れらの金属を含む複合材料は磁性材料となる。
本研究で得られる金属/炭素複合材のみかけの伝導度は，通常 1 02 -1 03 S /emで，炭素相の導電が
主導的であるo












金属を含む各種の高分子錯体の熱分解 (1000 0C) による金属超微粒子分散炭素材の合成においても，
高分子と金属錯体のミクロ状態での共存が これらの新材料の合成の鍵となる乙とを発見している。こう
して得られた金属微粒子の粒径やその分布状態化学反応性を利用した応用などに就いても詳しく調べて
いる。従って，本論文は，理学博士の学位論文として十分価値あるものと認める。
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